
（別紙３）

～ 2025年3月12日

（対象者数） 8 （回答者数） 6

～ 2025年3月14日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

他の事業所や関係機関との連携を図る。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

障害程度の重い児童の安全を確保しながら、単独登園や療育
時間の拡張など進めている。

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

40人定員のところ、8人の在籍となっており、年々在籍児童
数が減少している。

共働き世帯の増加などにより就労支援が必要となってきてい
る時代背景の中、親子による登園方法が保護者の利用への負
担となっていることが考えられる。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

在籍児童に対して、従業員数が充実していること。従業員に
ついても従業年数が長いものが多く、手厚い療育を提供する
ことができる。

研修に積極的に参加できるよう体制整備と促進を図ってい
る。

○事業所名 名古屋市中央療育センターわかくさ学園

○保護者評価実施期間 2025年3月3日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年3月3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月19日

事業所における自己評価総括表公表


